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　本ツールは、「GHS混合物分類判定システム(平成25年度版)」(以下、「GHSシステム」という。)の化学物質情報に関するインポート機能を補完するものです。
 GHSシステムの化学物質に関するインポート機能では、エクスポート機能で出力されるファイル(TSV形式)のフォーマット(注)で作成されたデータを取り込むことで、化学物質のGHS分類情報の新規追加及び更新が可能です。
（注）「GHS混合物分類判定システムインポート・エクスポート操作説明書」の3.2.2化学物質情報インポート用テキストファイルのフォーマット

TSV形式ファイルを直接作成し、GHSシステムに取り込んでいただくことも可能ですが、化学物質の情報管理にはExcelを使い、1物質1行でのデータ作成したものが適していることから、データ作成用Excelファイルを用意し、これをGHSシステムのTSV形式に変換するツールを用意しました。これにより、次の流れでExcel形式のデータをシステムへインポート出来るようになります。
①　システムへインポートしたい化学物質のデータ作成（Excelファイル　1物質1行形式）
②　本変換ツールにてTSV形式に変換
③　GHSシステムへインポート
　GHSシステムでのインポート機能に適合したデータ作成を行う必要があるため、Excelファイル及び変換ツールではこれをサポートしています。操作は、データ作成用に用意したExcelファイルでデータ作成して保存後、変換ツールのアイコンにドラッグ&ドロップとなります。
　以下に、各ステップでの操作を記述します。

1．TSV変換ツールのインストール
配布用Zipファイルをダウンロードして解凍します。
Zipファイルの中身は、以下の3ファイルです。
· GHS化学物質情報TSV変換ツール（GHS-ChemConv.exe）(以下、「TSV変換ツール」)
· 化学物質情報入力用Excelファイル（GHS化学物質登録データ作成フォーム.xlsx）(以下、「入力用Excelファイル」)
· 取り扱い説明書（本ドキュメント）
ファイルの保存場所は任意ですが、入力用Excelファイルはユーザ書き込み権限のあるフォルダに保存してください。
	· Windows Vista以降に導入されたUAC（User Account Control）が有効になっている場合、OSの管理するフォルダにファイルを保存できなかったり、指定したフォルダに保存されず「仮想化」と呼ばれる機能によって「仮想ストア」と呼ばれる別のフォルダにファイルが作成されたりします。
このような制限のあるフォルダの例を以下に示します。
· プログラムファイルフォルダ（「C:\Program Files」など）
· システムルートフォルダ（「C:\Windows」など）
· システムドライブルートフォルダ（「C:\」など）
· プログラムデータフォルダ（「C:\ProgramData」など）
これらのフォルダ直下を避けてファイルを配置してください（例えば、「My Documents」フォルダなど）。



2．化学物質情報の入力　（入力用Excelファイル項目一覧(p6）参照）
(1) 配布用ZIPファイルに同梱されたExcelワークブックに化学物質情報を入力します。
(1)  入力用Excelファイルは、TSV変換ツールでの動作不良を抑えるためシート保護を掛けてあります。印刷書式設定等でシート保護を外した場合は、設定等の作業が終わり次第、速やかに保護を掛けて使用するよう、運用してください。
(2) TSV変換ツールは複数のファイルを一括して処理することが可能です。
(3) １ファイルには１シート、１シートには複数の化学物質情報が入力可能です（１物質／行）。
(4) 必須項目とされている「物質名称」と「出典」は、必ず入力してください。
(5) 入力規則設定がされている項目は、選択項目が設定されています。セルをクリックするとドロップダウンリストのアイコンが表示されるので、リストから入力値を選択してください。
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· 「特定標的臓器毒性」の「臓器種」はドロップダウンリストを用意していません。「GHS混合物分類判定システムインポート・エクスポート操作説明書」の3.4 付録（臓器種・曝露経路一覧）に記載された臓器種名を正確に入力してください。GHSシステムに用意された名称と異なるとエラーとなり、取り込めません。
· 「特定標的臓器毒性」において、複数の臓器種が同一区分・同一暴露経路に分類されている場合でも、「臓器種」はまとめず、臓器種ごとに記載してください。GHSシステムのインポート用には、一つの入力欄には一つの臓器種となるようにデータ作成する必要があります。

(2) 物質番号やCAS番号を入力する時は文字列の先頭に「’」（シングルクォート）をつけてください。
(1) 「物質番号」は新規登録では空欄としてください。
(2) 更新登録では、GHSシステムで割り当てられた物質番号を設定します。
· システムで割り当てられる物質番号は 11桁固定であることにご注意ください。
×「45」
◯「00000000045」

(3) TSV形式における繰り返し項目(備考欄等)では、回数制限があります。制限を超える分については、TSV形式へ変換した後に、手入力していただく必要があります。
(1) 備考欄
　備考1〜4の各項目に入力されたデータは、TSV形式ではタブ区切りになり、データベース項目には「改行」が挿入されて登録されます。
	入力用Excelファイル
	「備考1」「備考2」「備考3」「備考4」

	　↓TSV変換ツール

	TSV形式
	備考1 [TAB] 備考2 [TAB] 備考3 [TAB] 備考4

	　↓GHSシステム・インポート機能

	データベース内
	備考1 [改行]
備考2 [改行]
備考3 [改行]
備考4



　入力用Excelファイルでは備考1〜4の入力欄を設けてあります。さらに改行した形でデータベース内の備考欄情報を作成する必要がある場合は、TSV形式変換後のファイルをエディタ等により編集してください。

(2) 分類根拠
　備考欄と同じです。分類根拠も分類根拠1〜4の入力欄を設けてあり、各入力欄はデータベース内では改行されて登録されます。

(3) 特定標的臓器毒性
　入力用Excelファイルでは、単回ばく露、反復ばく露共に、最大で6つの区分（区分1 が2 つ、区分2が4つ等）、臓器種、暴露経路が登録できます。7つ以上を登録する場合は、TSV形式変換後にエディタ等で編集してください。以下に、単回ばく露の例を示します。

	入力用Excelファイル
	特定標的臓器毒性(単回ばく露)、区分あり、分類根拠、
区分1(臓器種, 暴露経路)、区分１、…、区分2

	↓TSV変換ツール

	TSV形式
	H [TAB] 14 [TAB] 1 [TAB]特定標的臓器毒性(単回ばく露) [TAB] 区分あり[TAB] 分類根拠

	
	H [TAB] 14 [TAB] 2 [TAB]特定標的臓器毒性(単回ばく露) [TAB] (区分1の情報)

	
	H [TAB] 14 [TAB] 3 [TAB]特定標的臓器毒性(単回ばく露) [TAB] (区分1の情報)

	
	…

	
	H [TAB] 14 [TAB] 7 [TAB]特定標的臓器毒性(単回ばく露) [TAB] (区分2の情報)


　7つ目の区分、臓器種、暴露経路の設定では、
H [TAB] 14 [TAB] 8 [TAB]特定標的臓器毒性(単回ばく露) [TAB] 区分の種類 [TAB] 臓器の種類 [TAB] 暴露経路の情報
という情報をTSV形式ファイルの該当位置(上例では「H[TAB]14[TAB]7[TAB]..」の次行)に追加します。

3．TSV形式ファイルへの変換
(1) 入力用Excelファイルの編集が終了したら保存して、Excelを終了します。
(2) 入力用ExcelファイルをGHS化学物質情報TSV変換ツール（GHS-ChemConv.exe）にドラッグ＆ドロップしてください。
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(3) 出力ファイルは入力ファイル名（拡張子.xlsxを除く）＋「.tsv」で、入力ファイルと同じ場所に作成されます。

(4) 入力ファイルにエラーが有る場合は、「error_log_」＋入力ファイル名のExcelファイルが出力されます。エラーの発生したセルにエラーの内容が挿入されて、セルの背景色がライトピンクに設定されます。
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(5) エラーが発生した場合は、エラーログファイルを参考に入力用Excelファイルを修正し、再度、TSV変換ツールにドラッグ＆ドロップしてください。



入力用Excelファイル　項目一覧
	番号
	項目
コード
	分類
	項目
	入力規則設定
	必須項目
	備考

	1
	P_1
	P:化学物質基本情報
	物質番号
	　
	　
	新規入力時は空欄。更新時は、新規登録時に「GHS混合物分類判定システム」(以下、「GHSシステム」という。)で割り当てられた物質番号を指定する。システムで割り当てられる物質番11桁固定であり、前ゼロで固定長にする。(例:'00000000045)

	2
	
	
	ＣＡＳ番号
	　
	　
	　

	3
	
	
	物質名称
	　
	◯
	物質名称は必ず指定する。

	4
	
	
	判定ルール
	　
	　
	　

	5
	P_2
	
	窒素等価係数
	　
	　
	　

	6
	
	
	酸素等量係数
	　
	　
	

	7
	
	
	pH
	　
	　
	

	8
	
	
	可燃性・引火性ガス
	最大濃度
	　
	　
	

	9
	
	
	
	最小濃度
	　
	　
	

	10
	P_3
	
	該当・非該当
	酸 (pH≦2)
	◯
	　
	　

	11
	
	
	
	塩基 (pH≧11.5)
	◯
	　
	

	12
	
	
	
	無機塩類
	◯
	　
	

	13
	
	
	
	アルデヒド類
	◯
	　
	

	14
	
	
	
	フェノール類
	◯
	　
	

	15
	
	
	
	界面活性剤、その他の成分
	◯
	　
	

	16
	P_4
	
	出典
	　
	○
	　

	17
	P_5
	
	備考欄
	1行目
	　
	　
	GHSシステム中の「備考欄」項目では、「1行目」と「2行目」の間に改行が埋め込まれる。GHSシステムでの画面表示での見易さを考慮したもので、文字数としては Excelのセル限界まで入力可能である。

	18
	
	
	
	2行目
	　
	　
	

	19
	
	
	
	3行目
	　
	　
	

	20
	
	
	
	4行目
	　
	　
	

	21
	D_1
	D:物理化学的危険性　分類結果
	爆発物
	区分
	◯
	　
	GHSの爆発物に規定された区分。以下同様。

	22
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	備考欄と同じ取り扱い。「爆発物」の「分類根拠」項目に登録される。「分類根拠1」と「分類根拠2」の間に改行が埋め込まれる。
以下の「分類根拠」も同様。

	23
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	24
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	25
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	26
	D_2
	
	可燃性又は引火性ガス （化学的に不安定なガスを含む）
	区分
	◯
	　
	　

	27
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	28
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	29
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	30
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	31
	D_3
	
	エアゾール
	区分
	◯
	　
	　

	32
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	33
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	34
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	35
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	36
	D_4
	
	支燃性又は酸化性ガス
	区分
	◯
	　
	　

	37
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	38
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	39
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	40
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	41
	D_5
	
	高圧ガス
	区分
	◯
	　
	　

	42
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	43
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	44
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	45
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	46
	D_6
	
	引火性液体
	区分
	◯
	　
	　

	47
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	48
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	49
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	50
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	51
	D_7
	
	可燃性固体
	区分
	◯
	　
	　

	52
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	53
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	54
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	55
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	56
	D_8
	
	自己反応性化学品
	区分
	◯
	　
	　

	57
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	58
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	59
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	60
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	61
	D_9
	
	自然発火性液体
	区分
	◯
	　
	　

	62
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	63
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	64
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	65
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	66
	D_10
	
	自然発火性固体
	区分
	◯
	　
	　

	67
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	68
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	69
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	70
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	71
	D_11
	
	自己発熱性化学品
	区分
	◯
	　
	　

	72
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	73
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	74
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	75
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	76
	D_12
	
	水反応可燃性化学品
	区分
	◯
	　
	　

	77
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	78
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	79
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	80
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	81
	D_13
	
	酸化性液体
	区分
	◯
	　
	　

	82
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	83
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	84
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	85
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	86
	D_14
	
	酸化性固体
	区分
	◯
	　
	　

	87
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	88
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	89
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	90
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	91
	D_15
	
	有機過酸化物
	区分
	◯
	　
	　

	92
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	93
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	94
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	95
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	96
	D_16
	
	金属腐食性物質
	区分
	◯
	　
	　

	97
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	98
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	99
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	100
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	101
	H_1
	H:健康有害性　分類結果
	急性毒性（経口）
	区分
	◯
	　
	　

	102
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	103
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	104
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	105
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	106
	H_2
	
	急性毒性（経皮）
	区分
	◯
	　
	　

	107
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	108
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	109
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	110
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	111
	H_3
	
	急性毒性（吸入：気体）
	区分
	◯
	　
	　

	112
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	113
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	114
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	115
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	116
	H_4
	
	急性毒性（吸入：蒸気）
	区分
	◯
	　
	　

	117
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	118
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	119
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	120
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	121
	H_5
	
	急性毒性（吸入：粉じん、ミスト）
	区分
	◯
	　
	　

	122
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	123
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	124
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	125
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	126
	H_6
	
	皮膚腐食性及び皮膚刺激性
	区分
	◯
	　
	　

	127
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	128
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	129
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	130
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	131
	H_7
	
	眼に対する重篤な損傷性又は眼刺激性
	区分
	◯
	　
	　

	132
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	133
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	134
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	135
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	136
	H_8
	
	呼吸器感作性
	区分
	◯
	　
	　

	137
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	138
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	139
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	140
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	141
	H_9
	
	皮膚感作性
	区分
	◯
	　
	　

	142
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	143
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	144
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	145
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	146
	H_10
	
	生殖細胞変異原性
	区分
	◯
	　
	　

	147
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	148
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	149
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	150
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	151
	H_11
	
	発がん性
	区分
	◯
	　
	　

	152
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	153
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	154
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	155
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	156
	H_12
	
	生殖毒性
	区分
	◯
	　
	　

	157
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	158
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	159
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	160
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	161
	H_13
	
	生殖毒性・授乳影響
	区分
	◯
	　
	　

	162
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	163
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	164
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	165
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	166
	H_14_1
	
	特定標的臓器毒性（単回ばく露）
	区分有無・分類根拠
	区分有無
	◯
	　
	内容1〜6に設定する「区分」が有るかどうかを入力規則により設定する(「区分あり」等)。

	167
	
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	168
	
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	169
	
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	170
	
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	171
	H_14_2
	
	
	内容1
	区分 
	◯
	　
	「区分」には、臓器種、暴露経路に対する区分を入力規則により設定する(「区分１」等)。

「臓器種」には「入力規則」は設定していない。GHSシステムのインポート説明書で表記されている種を正しく入力すること(異なるとマスタエラーで取り込めない。)。

	172
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	173
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	174
	H_14_3
	
	
	内容2
	区分 
	◯
	　
	

	175
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	176
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	177
	H_14_4
	
	
	内容3
	区分
	◯
	　
	

	178
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	179
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	180
	H_14_5
	
	
	内容4
	区分 
	◯
	　
	

	181
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	182
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	183
	H_14_6
	
	
	内容5
	区分 
	◯
	　
	

	184
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	185
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	186
	H_14_7
	
	
	内容6
	区分
	◯
	　
	

	187
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	188
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	189
	H_15_1
	
	特定標的臓器毒性（反復ばく露）
	区分有無・分類根拠
	区分有無
	◯
	　
	単回ばく露と同様、内容1〜6に設定する「区分」が有るかどうかを設定する。

	190
	
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	191
	
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	192
	
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	193
	
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	194
	H_15_2
	
	
	内容1
	区分
	◯
	　
	「区分」には、臓器種、暴露経路に対する区分を設定する。

「臓器種」には「入力規則」設定していない。GHSシステムのインポート説明書で表記されている種を正しく入力すること(異なるとマスタエラーで取り込めない。)。

	195
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	196
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	197
	H_15_3
	
	
	内容2
	区分
	◯
	　
	

	198
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	199
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	200
	H_15_4
	
	
	内容3
	区分
	◯
	　
	

	201
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	202
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	203
	H_15_5
	
	
	内容4
	区分
	◯
	　
	

	204
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	205
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	206
	H_15_6
	
	
	内容5
	区分
	◯
	　
	

	207
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	208
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	209
	H_15_7
	
	
	内容6
	区分
	◯
	　
	

	210
	
	
	
	
	臓器種
	　
	　
	

	211
	
	
	
	
	暴露経路
	◯
	　
	

	212
	H_16
	
	吸引性呼吸器有害性
	区分
	◯
	　
	　

	213
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	214
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	215
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	216
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	217
	E_1
	E:環境有害性　分類結果
	水生環境有害性（急性）
	区分
	◯
	　
	　

	218
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	219
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	220
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	221
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	222
	E_2
	
	水生環境有害性（長期間）
	区分
	◯
	　
	　

	223
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	224
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	225
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	226
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	227
	E_3
	
	オゾン層への有害性
	区分
	◯
	　
	　

	228
	
	
	
	分類根拠1
	　
	　
	　

	229
	
	
	
	分類根拠2
	　
	　
	

	230
	
	
	
	分類根拠3 
	　
	　
	

	231
	
	
	
	分類根拠4 
	　
	　
	

	232
	T_1
	T:GHS分類における毒性値
	急性毒性
	経口 mg/kg
	　
	　
	毒性値欄には数値のみ入力する。
GHSシステム・エクスポート機能から出力値は固定小数点桁数だが、入力値は適当な形式(整数値、小数第１位までの数値など)で良い。

	233
	T_2
	
	
	経皮 mg/kg
	　
	　
	

	234
	T_3
	
	
	吸入：気体 ppm
	　
	　
	

	235
	T_4
	
	
	吸入：蒸気ppm
	　
	　
	

	236
	T_5
	
	
	吸入：蒸気mg/L
	　
	　
	

	237
	T_6
	
	
	吸入：粉じん／ミスト mg/L
	　
	　
	

	238
	T_7
	
	水生環境有害性
	急性
	LC50 (魚類) mg/L
	　
	　
	

	239
	T_8
	
	
	
	EC50 (甲殻類) mg/L
	　
	　
	

	240
	T_9
	
	
	
	EC50 (藻類) mg/L
	　
	　
	

	241
	T_10
	
	
	
	毒性乗率 数値のみ
	　
	　
	

	242
	T_11
	
	
	長期間
	NOEC(魚類) mg/L
	　
	　
	

	243
	T_12
	
	
	
	NOEC(甲殻類) mg/L
	　
	　
	

	244
	T_13
	
	
	
	NOEC(藻類) mg/L
	　
	　
	

	245
	T_14
	
	
	
	急速分解性有無
	◯
	　
	有・無・不明

	246
	T_15
	
	
	
	毒性乗率 数値のみ
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